
ファイザー社ワクチンの保有状況の把握について

概要

情報収集のツールについて

対象： ファイザー社ワクチン

目的：
ワクチンの現状を確認する観点から、医療機関、大規模接種会場等の接種会場に配布したワクチ
ンの保有状況を把握し、国・都道府県・市町村で共有すること。

時期：
今後、必要に応じて、ワクチンの保有状況を把握することとし、まずは追加接種前時点でのワク
チン保有量の把握として、2021年11月30日時点の保有状況について、各都道府県に報告を求める。
（報告期日12/6(月)15:00）

なお、確認結果を理由に各都道府県へのワクチンの分配量を減らす対応は行わない。
ただし、より正確に現状を把握できるよう、保有状況を未回答の接種会場に対して、市町村が追加のワ
クチンを分配しない場合がある。
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医療機関等の回答状
況の把握

レポート
出力結果

.csv

各医療機関の入力欄画面のイメージ（11/25以降）

11月末時点の保有量
（バイアル数（本））
を入力

都道府県から国に提出（提出期日：12/6 15:00）

〔入力期間〕

１２/１(水)～３(金)
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よくあるご質問

• 国から各都道府県へのワクチンの分配量については、２回目の接種完了から８か月後となる接種対象者
数等に基づいて算出しており、確認結果を理由に減らす対応は行わない。

• 都道府県から市町村への分配量については、地域の実情を踏まえて都道府県が市町村と相談の上、決定
することとしており、その際にワクチンの保有状況を考慮することは差し支えない。

Q1 .ワクチンの保有状況を踏まえて、都道府県が市町村への分配量を調整してよいか？

• Ｑ１と同じく、ワクチンの保有状況を踏まえて、市町村が医療機関への分配量を調整して差し支えない。

Q2 .ワクチンの保有状況を踏まえて、市町村が医療機関への分配量を調整してよいか？

• 情報更新(上書き)が可能ですので、11月30日時点の保有状況を正確に入力いただくよう調整ください。

Q3 . V - SYSへの入力内容に誤りがあった場合は訂正可能か。

V-SYSマニュアル中の、「こんなときには」の章をご参照頂くようご案内下さい。
それでもログイン出来ない場合にはサービスデスクをご案内下さい。
⇒V-SYSサービスデスク 0570-026-055（8：30～19：00 平日のみ）
※つながりにくい時には、V-SYSホーム画面にある問合せフォームよりお問合せをお願いします。

Q4 . V - SYSへのログインができない等の相談にはどのように対応すればよいか。

1
• 今後、必要に応じて、ワクチンの保有状況を把握することとする。
その際には、予め自治体に案内した上で実施する。

Q５ .今後、定期的にワクチンの保管状況について報告が求められるのか。



ファイザー社ワクチンの保有状況の入力方法（1 1 / 2 5以降の画面イメージ）

Step１ V-SYSへのログイン

選択画面

Step２ トップ画面で選択
ログイン画面

Step３ 保有量を入力＆保存

https://v-sys.my.salesforce.com/

2➌登録ボタンをクリック❷ 11月末時点の保有量（バイアル数（本））を入力

❶『ワクチン廃棄量等の報告』をクリック

【ログインできない場合】

V-SYSマニュアル中の「こんなとき
には」の章をご参照下さい。

V-SYSサービスデスク 0570-026-
055 にご相談ください。
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